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	研究の目的と意義：当院における小児悪性腎腫瘍の治療の結果、予後を検討することが目的です。当院の小児悪性腎腫瘍症例を振り返り、小児悪性腎腫瘍の治療効果を評価します。診断、stage、病理診断、生存率、治療結果、予後を振り返り、当院の治療と、日本ウィルムス腫瘍スタディーグループ（JWiTs）で報告されている結果と比較することで当院の現在の治療状況を評価します。
	研究の方法：2007年1月1日から2015年3月31日までに当院で治療された腎腫瘍患者を対象として、カルテの情報を過去に振り返って集め、年齢、症状、診断、施設病理診断、中央病理診断結果、治療、転機について検討します。（注、施設病理診断は当院の病理診断、中央病理診断は日本ウィルムス腫瘍グループによる病理診断の結果になります）
	研究機関：自治医科大学外科学講座小児外科部門
	(1) 研究責任者
	住所：〒329-0498 栃木県下野市薬師寺3311-1

